
安売り商法の巨大郁売業者“ウオルマ
トツの首鉦を占めた

が、

今年も「フォーチュジ500」で断

米国の雇用関係を変え、産業の空別唾促し、
グローバル資本主義創出の陰の主役となったウォルマート

その史的展開を遇う。

佐々赤津

※べ芸パーバックは2010年

副題は「ウオl瞭－トは果敢なる新世界商慣行をどう
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WoddOtB悩ness」。著者のネルソン・リクテンスタ

インはカリ務ルニア大学サンタバーバラ校の教授で

著名な労働欝泰。世界最強小売業者のウォルマートが、

認諾就離籍諜諾
謹鵠詰結社のサプライチエ‾ンに組
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二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ツ

の
長
期
化
で
、
多
く
の
企
業
は
戦
後
最

ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
も
経

有
化
さ
れ
た
。
米
国
を
消
費
先
と
し
て
き
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
　
（
世
界
最
適
地
調
達
網
）

に
も
、
近
年
、
翳
り
が
生
じ
た
。

国
民
が
借
金
漬
け
で
消
費
を
増
や
す
あ
て

が
消
え
、
米
国
企
業
は
貯
蓄
と
購
買
力
の
あ

る
ア
ジ
ア
に
本
格
進
出
を
模
索
し
始
め
た
。

を
か
で
も
売
り
上
げ
、
株
価
と
も
堅
調
に
持

ち
こ
た
え
て
き
た
世
界
最
大
手
の
小
売
業
者

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、
中
国
で
の
店
舗
増
大
を

は
か
る
一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
西
友
に
続

く
大
型
買
収
を
検
討
中
だ
（
注
1
）
。

そ
れ
ゆ
え
、
野
田
経
理
が
交
渉
参
加
を
表

明
し
て
日
本
社
会
に
激
震
を
走
ら
せ
た
T
P

P
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
と
は
端
的

に
、
自
国
市
場
に
先
が
見
え
る
米
国
系
多
国

籍
企
業
の
、
日
本
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
活

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

実
は
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
こ
そ
、
九
〇
年
代
半

ば
に
「
金
融
帝
国
」
化
し
た
米
国
と
、
「
世

界
の
工
場
」
の
中
国
と
を
結
び
つ
け
る
陰
の

牽
引
者
だ
っ
た
。

政
治
・
経
済
・
思
想
の

右
翼
旋
回
を
伴
っ
て

米
国
南
部
の
片
田
舎
を
出
自
と
す
る
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
。
創
業
者
サ
ム
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
が

雑
貨
店
経
営
を
経
て
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
の

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
一
号
店
を
構
え
た
の
は
一
九

六
二
年
。
以
来
、
米
国
南
都
の
貧
し
い
白
人

諸
州
を
皮
切
り
に
財
布
の
紐
の
固
い
地
方
の

住
民
を
相
手
に
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
が
毎
日
低

価
格
（
E
＜
①
葛
D
烏
ざ
W
］
呂
8
g
　
の
安
売

り
商
法
を
武
器
と
し
て
頭
角
を
現
し
て
い
く
。

米
国
内
の
発
展
途
上
地
域
と
も
い
わ
れ
る

南
部
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
社
会
法
制
や

公
民
権
革
命
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
等
を
ほ
と
ん

ど
容
認
し
な
か
っ
た
。
代
り
に
同
社
が
推
奨

言
辞
る
家
族
の
絆
や
誠
実
さ
、
片
田
舎
の
憧
憬

圭
擦
寄
デ
オ
ロ
キ
ー
は
、
多
国
籍
商
業
や

雇
用
の
布
袋
溝
性
、
劣
悪
な
賃
金
水
準
の
世

界
と
も
響
き
令
扱
柳
瀬
に
あ
る
。

北
部
型
の
統
合
が
石
油
施
機
期
に
行
き
詰

ま
る
と
、
公
民
権
の
拡
充
慈
寧
資
本
が
、

自
助
努
力
を
主
張
し
、
ま
た
福
立
患
拶
多
い

白
人
中
流
層
に
依
拠
し
て
、
深
南
都
を
棍

に
新
自
由
主
義
革
命
の
攻
勢
に
出
た
。

し
た
が
っ
て
、
リ
ク
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
い

う
「
小
売
革
命
」
と
は
、
衛
星
通
信
を
利
用

す
る
P
O
S
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
ウ
エ
ア
ハ

ウ
ス
、
I
I
T
（
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ

ム
）
　
の
物
流
網
な
ど
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
面
に

と
と
ま
ら
ず
、
レ
ー
ガ
ン
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
父

子
期
に
至
る
時
代
に
、
合
衆
国
と
グ
ロ
ー
バ

ル
資
本
主
義
を
再
定
義
し
て
、
米
国
の
「
裏

庭
」
の
中
米
労
働
者
、
さ
ら
に
は
農
民
工
を

含
む
中
国
労
働
者
の
勤
勉
を
、
自
己
の
生
産
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カ
と
し
て
駆
使
し
て
ゆ
く
、
そ
う
し
た
壮
大

な
政
治
・
経
済
・
思
想
の
右
翼
旋
回
を
も
不

可
分
の
側
面
と
し
て
含
ん
で
い
る
。

同
社
の
強
さ
は
圧
倒
的
だ
。
強
さ
の
一
端

を
、
表
1
に
示
し
た
。
二
〇
〇
九
年
度
（
一

月
末
が
決
鐘
　
の
同
社
の
年
商
四
〇
〇
〇

億
ド
ル
超
は
、
残
る
米
小
売
大
手
の
一
〇
社

分
、
世
界
二
位
の
カ
ル
フ
ー
ル
の
三
・
五
倍
、

日
本
の
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
や
イ
オ
ン
の
七
～
八

倍
と
断
ト
ツ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
年
商
の
二

五
％
は
西
友
を
含
む
海
外
部
門
の
も
の
。
ア

ッ
シ
ュ
イ
ト
と
呼
ぶ
従
業
貝
は
全
世
界
で
二

一
〇
万
人
、
米
国
一
四
〇
万
人
。

な
お
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
驚
異
的
な
発
展

の
理
解
の
助
け
に
、
表
2
で
、
同
社
の
略
史

を
中
内
ダ
イ
エ
ー
と
対
照
し
て
み
た
。

公
表
は
な
い
が
、
近
年
米
国
店
に
並
ぶ
商

品
の
推
定
五
～
六
割
は
中
国
か
ら
来
る
。
米

国
の
対
中
輸
入
額
の
一
割
は
同
社
分
だ
。

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
九
五
年
に
突
如
、
世
界

企
業
売
上
高
番
付
「
フ
ォ
ー
チ
エ
シ
社
グ
ロ

ー
バ
ル
五
〇
〇
」
の
四
位
に
入
り
、
二
〇
〇
二

年
に
G
M
や
エ
ク
ソ
ン
に
代
り
最
上
位
に
駆

り
出
で
、
以
後
首
位
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
き
た
。

中
図
・
台
湾
の
W
T
O
加
盟
に
伴
い
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
の
中
国
買
付
け
が
一
段
と
激
増
す

る
と
、
米
国
の
玄
関
口
が
決
定
的
に
太
平
洋

岸
に
傾
い
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
＝
ロ
ン
グ
ビ

ー
チ
複
合
港
が
米
国
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
港
だ
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ブ
ー
ム
で
住
宅
価
格
が

一
番
高
騰
し
た
の
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
だ
っ
た
。

テ
ン
プ
レ
ー
ト
と
し
て
の

小
売
り
最
大
手

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、
産
業
空
洞
化
と
雇
用

劣
化
に
伴
い
、
米
国
労
働
者
の
実
質
賃
金
が

低
迷
す
る
中
で
、
破
格
の
安
値
政
策
を
武
器

に
出
店
攻
勢
を
か
け
、
売
上
と
利
益
を
拡
大

し
た
。
九
〇
年
代
初
頭
に
同
社
が
小
売
部
門

の
全
米
首
位
に
駆
り
出
だ
が
、
「
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
」
誌
は
量
販
企
業
を
番
付
対
象
と
し
な
か

っ
た
。
当
時
、
米
国
小
売
大
手
が
年
商
で
、
モ

ノ
づ
く
り
日
本
の
資
源
買
付
や
製
品
輸
出
を

担
う
総
合
商
社
の
下
位
に
い
た
事
情
も
あ
る
。

九
〇
年
代
央
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
構
造

が
変
わ
る
と
、
識
者
の
多
く
は
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
や
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
の
I
T

企
業
や
投
資
銀
行
が
時
代
の
主
役
と
考
え
た
。

だ
が
、
リ
ク
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
着
眼
点
は

異
な
る
。
小
売
大
手
の
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
こ
そ

現
段
階
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
企
業
だ
と
見
た
。

テ
ン
プ
レ
ー
ト
と
は
鋳
型
や
雛
形
の
こ
と
。

P
C
で
は
定
形
書
式
だ
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
を
頂
点
と
す
る
小
売
業
者
こ
そ
、

「
中
国
ブ
ー
ム
を
焚
き
つ
け
、
各
大
陸
に
巨

大
な
コ
ン
テ
ナ
港
を
築
き
、
自
国
の
大
都
市

の
景
観
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
る
新
型
の
ビ
ジ
ネ

ス
巨
人
で
あ
る
。
世
界
貿
易
の
半
ば
以
上
を

操
り
つ
つ
、
彼
ら
こ
そ
が
市
場
を
つ
く
り
、

値
段
を
つ
け
、
ま
た
、
主
要
国
な
ら
必
ず
売

り
場
レ
ジ
を
通
過
す
る
莫
大
な
商
品
群
を
調

達
す
る
広
範
な
世
界
分
業
を
取
り
仕
切
っ
て

い
る
」
。
で
は
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
資
本
主
義
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
、

い
か
な
る
定
番
の
日
常
性
を
刻
印
し
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。

な
る
ほ
ど
、
割
安
で
品
質
が
そ
こ
そ
こ
に

長
け
れ
ば
、
・
客
足
も
向
く
。
そ
れ
で
は
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
店
は
な
ぜ
安
い
の
か
？

理
由
は
三
つ
あ
る
。
・

①
ア
ッ
シ
ュ
イ
ト
は
退
社
後
に
稼
ぐ
副
収

入
が
な
い
と
家
族
を
養
え
な
い
ほ
ど
時
間
給

（
八
～
九
ド
ル
だ
か
ら
八
〇
〇
円
弱
）
が
安
い
。

②
販
売
品
の
六
割
を
製
造
す
る
広
東
省
珠

江
デ
ル
タ
で
働
く
農
民
工
（
内
陸
部
農
村
戸

籍
の
出
稼
ぎ
労
働
者
）
　
の
低
賃
金
（
日
本
の

最
低
賃
金
の
一
割
）
。
農
民
工
の
組
織
化
は

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
下
請
企
業
に
限
ら
ず
、
中
国

で
は
二
〇
〇
八
年
の
労
働
契
約
法
施
行
ま
で

ま
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
深
訓

の
同
社
現
地
調
達
本
部
は
、
納
入
企
業
を
集

め
競
わ
せ
る
。
ロ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で
現
地

企
業
は
無
理
を
し
て
も
受
注
を
確
保
し
た
い
。

⑧
I
I
T
の
物
流
方
式
。
世
界
最
大
級
の

香
港
と
深
別
を
出
港
す
る
ロ
ン
テ
ナ
巨
船
が

米
国
西
口
玄
関
の
複
合
港
に
着
く
と
、
珍
し

い
商
品
群
が
全
米
の
各
地
域
拠
点
に
あ
る
物

流
セ
ン
タ
ー
（
D
C
）
と
呼
ぶ
仕
分
け
施
設

を
経
由
し
、
I
I
T
で
個
々
の
店
舗
に
配
架

さ
れ
る
、
衛
星
通
信
を
撥
侵
し
た
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ッ
ク
だ
。
厳
格
な
定
時
配
送
を
担
保
す
る

た
め
、
現
場
労
働
者
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
だ
け
を
エ
リ
ー
ト
待
遇
し
、
士
気
と
忠
誠

の
確
保
に
努
め
る
。
二
四
時
間
稼
働
す
る
物

流
セ
ン
タ
ー
は
貸
金
が
安
く
反
粗
合
的
な
地

域
を
選
び
設
置
す
る
。

製
造
業
者
を
凌
ぐ

質
と
畳
の
情
報
バ
ン
ク

だ
が
、
右
の
三
つ
は
模
倣
が
進
む
と
競
合

企
業
間
の
程
度
問
題
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
し

か
し
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
「
小
売
革
命
」
は

そ
の
先
を
行
く
。
バ
ー
コ
ー
ド
は
二
〇
世
紀

の
電
信
・
電
話
な
み
に
変
革
カ
の
あ
る
技
術

で
あ
り
、
兢
一
商
品
コ
ー
ド
（
U
P
C
）
は

以
下
の
劇
的
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。

第
一
に
レ
ジ
の
混
乱
な
し
に
品
目
や
施
設

の
急
増
に
対
処
し
た
同
社
は
民
間
で
世
界
最

大
の
衛
星
通
信
絢
を
展
開
し
、
本
社
と
全
支

店
問
で
の
音
声
・
デ
ー
タ
の
双
方
向
の
送
受

信
に
加
え
生
や
録
画
の
映
像
送
信
も
い
ち
早

く
実
現
し
た
。

と
こ
ろ
が
バ
ー
コ
ー
ド
は
、
特
定
企
業
内

の
省
力
や
能
率
向
上
の
装
置
に
と
と
ま
ら
な

い
。
製
造
業
者
や
納
入
業
者
に
対
抗
し
て
小

売
業
者
の
巨
大
な
購
買
力
が
も
の
を
い
う
武

器
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
販
売
時
点
管
理
の

自
動
的
な
電
子
情
報
デ
ー
タ
収
集
シ
ス
テ
ム

（
P
O
S
）
　
の
運
用
に
伴
い
、
情
報
と
権
限

が
次
第
に
小
売
業
者
側
に
移
行
す
る
。

レ
ジ
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
が
読
み
取
る
幾
億
兆

も
の
P
O
S
情
報
が
、
自
社
デ
ー
タ
ウ
エ
ア

ハ
ウ
ス
（
解
析
・
意
思
決
定
用
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）
　
に
流
れ
込
む
と
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、

い
つ
ど
の
空
棚
を
補
充
す
べ
き
か
分
か
る
う

え
、
「
必
需
品
の
組
合
せ
デ
ー
タ
」
を
も
解

析
で
き
、
一
緒
に
買
わ
れ
る
可
能
性
の
あ
る

請
商
品
、
そ
れ
ら
を
買
っ
た
客
層
、
買
っ
た

年
と
週
・
日
・
時
刻
ま
で
割
り
出
せ
る
よ
う

に
な
る
。
し
か
も
同
社
が
構
築
し
た
膨
大
で

詳
細
な
情
報
バ
ン
ク
は
、
多
く
の
製
造
業
者
　
5
3



動熟、商品を求め

雷藷がウォルマート

U、今年も負傷

が出た。過剰な商

を批判する声も。
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が
自
社
製
品
に
通
ず
る
情
報
の
宜

し
の競

う
台
湾
企
業
・
宏
碁
（
エ
イ

業
者
＝
施
振
栄
（
ス
タ
ン
・
シ
ー
）
氏
が
九

二
年
に
提
唱
し
た
ス
マ
イ
ル
カ
ー
ブ
を
筆
者

が
補
強
し
た
も
の
だ
。
日
本
の
家
電
各
大
手

は
八
〇
年
代
の
円
高
時
代
前
ま
で
、
国
内
の

重
層
的
な
下
請
け
・
系
列
中
小
企
業
群
の
頂

点
に
立
ち
、
開
発
・
試
作
・
量
産
の
業
務
分

業
工
程
を
垂
直
的
に
統
合
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
よ
り
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
商
品
を
も
っ
て
世
界
市
場
を
席
巻
し
た
。

巻
き
返
し
を
は
か
る
米
系
大
手
は
、
O
S

（
基
本
ソ
フ
ト
）
　
や
試
作
品
な
ど
企
業
秘
密

を
固
守
す
べ
き
高
付
加
価
値
部
門
以
外
を
一

切
外
注
に
出
す
荒
療
治
を
断
行
、
I
T
通
信

技
術
を
駆
使
し
最
先
端
技
術
と
世
界
最
低
賃

金
を
結
合
す
る
世
界
最
適
調
達
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
形
成
に
踏
み
出
し
た
。

デ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
な
ど
が
推
進
し

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
受
け
皿
企
業
と
し

て
の
成
功
例
が
台
湾
の
受
託
製
造
企
業
＝
宏

碁
だ
。
中
国
珠
江
デ
ル
タ
の
同
社
の
下
請

け
・
孫
請
け
企
業
群
で
働
く
膨
大
な
低
賃
金

労
働
者
の
勤
勉
が
、
米
国
ハ
イ
テ
ク
資
本
の

生
産
力
と
し
て
結
実
す
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
主
義
の
時
代
が
幕
開
け
し
た
。

ア
ッ
プ
ル
社
や
デ
ル
社
は
最
上
段
の
O
S

と
超
先
端
技
術
を
握
る
。
日
系
大
手
も
挑
戦

す
る
が
O
S
の
壁
は
厚
く
、
モ
ノ
づ
く
り
日

本
の
得
意
分
野
は
そ
の
下
段
の
基
幹
部
品
と

ハ
イ
テ
ク
素
材
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

米
国
に
と
っ
て

良
い
企
業
が
否
か

ス
マ
イ
ル
カ
ー
ブ
の
底
辺
＝
世
界
の
工
場

で
量
産
さ
れ
た
諸
商
品
は
海
陸
コ
ン
テ
ナ
諭
　
塊

送
を
経
て
量
販
店
に
陳
列
さ
れ
買
い
物
客
を

待
つ
。
カ
ー
ブ
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
量
販

か
ら
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
か
け
て
収
益
性

が
高
く
な
る
こ
と
だ
。
修
理
部
門
が
貴
重
で

あ
る
ほ
か
、
苦
情
処
理
や
商
品
化
研
究
か
ら

来
る
知
見
は
試
作
品
開
発
の
宝
庫
に
も
な
る
。

こ
う
し
て
左
か
ら
右
へ
と
人
が
笑
う
形
の
、

鰯
鰯
鵜
離
慾

お
い
た
。
世
界
最
適
調
達
シ
ス
テ
ム
と
し
て

は
メ
ー
カ
ー
主
導
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
あ

れ
ば
、
小
売
り
主
導
の
も
の
も
あ
る
。

ヤ
マ
ダ
電
機
で
競
合
各
社
の
液
晶
テ
レ
ビ

が
並
ぶ
よ
う
に
、
ソ
ニ
ー
と
サ
ム
ス
ン
は
ウ

ォ
ル
マ
ー
ト
の
店
頭
で
も
火
花
を
散
ら
す
。

だ
が
、
客
層
や
購
買
年
の
日
時
ま
で
割
り
出

ン
ク
が
、
各
メ
ー
カ
ー
の

患
欝
の
質
量
を
凌
ぐ
と
な
れ
ば
、
サ
プ

ラ
イ
チ
エ
ボ
ツ
め
小
売
り
主
導
は
避
け
ら
れ

な
い
。
今
日
、
祭
許
パ
ル
競
争
の
成
り
行

さ
を
象
徴
す
る
の
が

割
り
変
更
で
あ
る
。

園
ー
ト
店
の
棚

ド
企
業
を
除
け
ば
、
今
を
時
め
く

社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
安
泰

米
国
消
費
者
は
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
が
構
築

し
た
新
帝
慣
行
の
お
か
げ
で
、
実
質
賃
金
の

低
迷
に
も
拘
ら
ず
、
格
安
な
消
費
財
と
使
い

勝
手
の
良
い
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
等
を
享
受
す
る
日
常
性
を
手
に
入
れ
た
。

同
社
は
称
賛
さ
れ
二
〇
〇
二
年
に
「
フ
ォ

ー
チ
ュ
ン
」
誌
の
「
世
界
最
高
に
評
価
さ
れ

る
企
業
」
の
首
位
に
輝
い
た
。
だ
が
、
同
社

と
ク
ロ
ー
ン
と
の
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
的
な

生
存
競
争
が
、
彼
ら
自
身
の
成
功
に
も
、
店

棚
に
並
ぶ
品
々
を
作
り
売
り
仕
入
れ
す
る
無
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数
の
人
々
の
幸
福
に
も
、
ま
す
ま
す
冷
淡
に

振
る
舞
う
世
界
を
創
り
出
し
た
」
（
「
小
売
革

命
」
）
。
少
し
で
も
割
安
な
も
の
を
と
消
費
者

が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
依
存
を
深
め
る

過
程
は
田
舎
町
商
店
街
の
消
滅
や
国
内
製
造

業
の
空
洞
化
、
そ
れ
に
伴
う
雇
用
の
劣
化
と

差
別
を
促
し
た
。

〇
三
年
に
米
国
移
民
局
は
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

の
全
米
二
一
州
に
ま
た
が
る
六
二
店
舗
で
清

掃
係
と
し
て
働
く
、
監
禁
状
態
の
ロ
シ
ア
東

欧
糸
不
法
就
労
者
二
五
〇
人
を
一
斉
検
挙
し

た
。
〇
四
年
に
は
原
告
資
格
を
認
め
ら
れ
た

退
職
者
を
含
む
女
性
一
六
〇
万
人
が
同
社
に

性
差
別
集
団
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
か
く
て

「
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
米
国
に
良
い
企
業
か
？
」

が
国
民
的
関
心
事
と
な
り
、
〇
八
年
大
統
領

選
挙
戦
の
最
大
争
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
く

と
、
リ
ク
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
本
件
の
著
名
な

論
客
と
し
て
諸
々
の
公
聴
会
や
メ
デ
ィ
ア
の

取
材
に
追
わ
れ
た
（
注
2
）
。

『
小
売
革
金
普
及
版
の
後
書
き
は
「
中
米

抱
合
○
巨
富
e
畠
c
a
L
は
キ
メ
ラ
C
E
B
e
r
a
関

係
だ
と
い
う
N
・
フ
ァ
ー
が
ソ
ン
の
パ
ロ
デ

ィ
を
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち
米
中
双
方
で
相

手
に
由
来
す
る
遺
伝
子
が
猿
烈
に
増
殖
を
始

め
、
自
国
を
左
右
す
る
有
機
的
な
部
位
と
な

り
捻
じ
れ
現
象
を
惹
き
起
こ
す
。
母
国
の
ダ

ー
ウ
ィ
ン
流
生
存
競
争
の
覇
者
＝
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
世
界
最
適
の
調
達
地
と
す
る
中

国
で
は
、
彼
ら
の
外
注
先
企
業
群
の
労
働
現

場
を
支
え
る
農
民
工
が
農
村
戸
籍
ゆ
え
に
低

賃
金
と
無
権
利
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
一

方
、
開
発
利
権
に
あ
り
つ
く
中
央
地
方
党
幹

部
の
底
知
れ
ぬ
腐
敗
が
広
が
る
と
い
う
「
社

会
主
義
市
場
経
済
」
の
病
理
が
進
行
し
た
。

米
国
社
会
の
差
別
や
荒
廃
は
、
中
国
農
民
工

の
無
権
利
や
党
官
僚
の
腐
敗
と
、
キ
メ
ラ
の

付
加
価
値
の
大
き
さ

淳〈隼
田
空

理
撃

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
進
出
計
画
を

受
け
、
同
社
へ
の
貸
地
を
や
め
る
よ
う
訴
え
る
人
々
。

今
年
七
月
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
。
（
提
供
／
A
P
・

A
F
L
O
）

関
係
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
〇
八
年
に
珠
江

デ
ル
タ
各
地
で
農
民
工
が
声
を
あ
げ
始
め
た

こ
と
は
、
時
代
の
節
目
を
予
兆
す
る
も
の
だ

った。日
系
現
地
企
業
も
予
期
せ
ぬ
争
議
に
見
舞

わ
れ
た
。
中
国
内
部
の
地
域
間
格
差
、
所
得

格
差
、
農
民
工
の
無
権
利
を
放
置
す
る
こ
と

は
中
国
の
体
制
安
定
を
揺
る
が
す
難
問
に
な

っ
て
き
た
。
こ
の
間
、
母
国
で
組
合
を
厳

禁
・
敵
視
し
て
き
た
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
が
、
自

社
中
国
店
で
の
中
華
全
国
総
工
会
の
支
部
設

置
容
認
に
踏
み
出
し
た
。

〇
〇
〇
の
つ
〇
三
〇
m
天
を

め
ぐ
る
固
い

米
国
の
大
論
争
は
ア
フ
リ
カ
に
飛
び
火
し

た
。
昨
年
秋
、
同
社
が
ア
フ
リ
カ
一
四
カ
国

に
三
〇
〇
店
を
持
つ
南
ア
フ
リ
カ
の
マ
ス
マ

ー
ト
社
買
収
計
画
を
発
表
し
た
。
マ
ス
マ
ー

ト
組
合
員
と
南
ア
納
入
業
者
に
戦
慄
が
走
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
米
国
パ
レ
ス
ダ
イ
ン
店
の
精

肉
職
人
が
組
合
結
成
に
動
く
と
同
社
は
梅
肉

部
門
を
突
然
閉
鎖
、
職
人
を
解
雇
し
加
工
済

み
パ
ッ
ク
し
か
売
ら
な
く
な
っ
た
。
会
米
食

品
商
業
労
組
が
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
ジ

ョ
ン
キ
エ
ー
ル
店
を
組
織
す
る
と
〇
五
年
、

収
益
性
が
悪
い
と
閉
店
通
告
し
た
。

南
ア
の
商
業
飲
食
関
連
労
姐
は
サ
ー
ビ
ス

産
業
労
働
者
の
国
際
組
織
＝
U
N
I
グ
ロ
ー

バ
ル
労
連
の
指
導
下
に
、
安
売
り
競
争
の
中

で
労
組
も
納
入
業
者
も
淘
汰
さ
れ
る
危
険
が

あ
る
と
し
て
国
民
的
運
動
を
展
開
し
た
。
だ

が
、
去
る
五
月
、
南
ア
競
争
裁
判
所
は
些
細

な
条
件
だ
け
で
申
請
を
許
可
し
た
。
条
件
と

は
レ
イ
オ
フ
二
年
栄
止
と
地
場
企
業
助
成
基

金
の
出
資
、
右
記
労
組
を
、
向
う
三
年
間
は

主
要
な
交
渉
相
手
と
し
て
認
知
す
る
と
い
う

に
過
ぎ
な
い
。

U
N
I
は
西
友
労
組
の
上
部
団
体
＝
日
本

サ
ー
ビ
ス
・
流
通
労
組
連
合
1
°
S
D
が
所
属

す
る
国
際
組
織
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中

華
全
回
線
工
会
の
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
支
部
と
ウ

ォ
ル
マ
ー
ト
日
本
の
西
友
労
組
の
国
際
的
役

割
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。
組
合
を

持
っ
て
い
る
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
労
働
者
の
仕
草

の
尊
戯
d
0
8
巳
W
貧
打
を
め
ぐ
る
闘
い
は
、
必

ず
や
深
南
部
を
含
む
米
国
本
土
の
ウ
ォ
ル
マ

ー
ト
労
働
者
の
琴
線
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

リ
ク
テ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
中
国
農
民
工
の

不
足
に
は
、
低
賃
金
労
働
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

予
備
軍
が
枯
渇
す
る
時
代
を
予
測
さ
せ
る
面

が
あ
り
、
労
働
と
環
境
の
国
際
基
準
の
改
善

は
、
米
国
の
外
交
面
か
ら
も
不
可
欠
の
課
題

＝
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
も
は
や
左
翼
の
夢
物
語
に
と

ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
労
作
を
結
ぶ
。

（
注
1
）
一
〇
月
一
二
日
付
ブ
ル
ー
ム
ベ
ル
グ
記
事

M
a
争
e
w
 
B
e
y
】
C
．
W
単
M
a
鼻
　
S
a
y
s
 
M
縛
A

S
曾
馨
戚
遡
二
軍
E
F
O
C
島
O
n
E
凱
邑
P
m
豊
富
打
の
帝

w
w
w
．
b
－
0
0
m
b
o
O
g
”
8
巨
や
九
月
八
日
付

抗
g
c
賛
r
恵
与
洛
記
章
W
葺
き
A
u
翰
幕
臣

］
g
B
 
O
p
e
露
d
O
n
S
く
首
A
B
亀
S
宣
旨
∽
幸
一
う
一
事
．

窪
8
菌
恵
与
s
t
8
巨
参
照
。

（
注
2
）
〇
五
年
三
月
七
日
N
H
K
放
映
の
B
S
世

界
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
ア
メ
リ
カ
の
激
安
商
法
i
I
I

巨
大
ス
ー
パ
ー
・
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
何
を
も
た
ら
す

か
－
百
W
草
書
富
む
r
P
B
の
す
8
ビ
（
原
制

作
は
米
国
公
共
放
送
W
G
B
H
）
の
随
所
に
リ
ク
テ

ン
ス
タ
イ
ン
教
授
が
登
場
す
る
。
N
H
K
の
ア
ー
カ

イ
ブ
で
検
索
・
閲
覧
で
き
る
。

さ
さ
き
　
よ
う
・
現
代
日
本
経
済
研
究
者
。


